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・貴町の平成30年度決算における財務状況の総合評価は、留意すべき状況にはないといえる。また、「別海町
中長期財政計画」に基づく令和11年度の財務状況においても、留意すべき状況にはない見通しとなっている。
　ただし、行政経常収支率はやや低い水準にあり、プライマリーバランスは赤字である。令和11年度において
も、人件費等の増により行政経常収支が減少することから、行政経常収支率は低下し、依然やや低い水準と
なる見通しである。数年後には、公共施設の大規模改修に一定の目途がつくことから、行政経常収支の向上
やプライマリーバランスの黒字化に向けた財政運営が望まれる。

・基幹産業である酪農業の担い手の確保のため、研修牧場の整備や、新規就農者への運営費の補助、農業
系求人イベントへの出展等を実施している。今後も、これらの施策を通じて新規就農者が増加し、酪農業の活
性化はもとより、貴町の経済基盤の安定化につながることが期待される。
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※一月当たり収入の何ヶ月
分の債務があるかを見る指
標

※一年間で生み出される償
還原資の何倍の債務を抱え
ているかを見る指標

※収入からどの程度の償還
原資を生み出しているかを見
る指標

※一月当たり収入の何ヶ月分
の積立金があるかを見る指標
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④ 積 立 金 等 月 収 倍 率
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総 合 評 価

〔経常的な収支と
積立金等の備えからの資金余裕状況 〕

債務償還能 力
〔地方債等の債務の大きさと、
その償還原資を確保する能力 〕
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